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クライアント目線のアプローチ
――　放送局の事業モデルは 70年を経て根幹的な変化が

求められている。NTV はどう考えているのか。

NTV・武井　一昨年、弊社の石澤顕社長は「放送局として

コンテンツ中心主義を目指し、地上波に閉じることなく、

あらゆる動画配信チャンスを活かし、コンテンツを広告と結

び付ける」というビジョンを示し、アドリーチマックス

（ARM）のプロジェクトに力強い支援をいただきました。

――　動画視聴において地上波テレビが唯一だった時代か

ら、インターネットの普及とデジタル技術の進化によって one 

of themとなっている。こうした変化を広告営業としてどう捉

えているのか。

武井　広告の地上波の在庫とデジタル、主に TVer の在庫と

掛け合わせる「統合在庫」化を課題として考えている。地上

波広告は 70年前から大きく仕組みが変わらずにあることか

ら、両者のパワーを生かす仕組みになっていない。地上波広

告をデジタル広告レベルに引き上げることが必要だと考えて

いる。つまり、コンテンツメーカーであるNTVとして、地上波

広告とデジタル広告を統合した運用の考えであり、デジタル

広告のような便利さを地上波広告でも実現することだ。

電通・奥　クライアント目線のアプローチというのが

「アドリーチマックス」を聞いた第一印象。開発のアプローチ

を聞きたい。

武井　技術とビジネスの 2つに分けて考えている。技術面

では、合理的であれば納得が得られる一方、ビジネス側は

70年もの間培ってきたビジネスモデルで、しかも売り上げ

が数千億円という規模である。理解をどう得ながら具体化

を図るか。一筋縄ではいかないことはもちろん、ARMプラ

ットフォームをリリースしてすぐに採用してもらえるとは思

っていない。そのアプローチに意味を持たせたい。

リリースの1年以上前に発表した狙い

電通・森下　昨年 6月に営業局営業戦略センターにアドリ

ーチマックス部が新設されているが、経緯を伺いたい。

武井　社内のインターネット系のサービス開発などを担当

する ICT 戦略本部エンジニアリングディビジョンの松本学

担当部次長と話す中、「放送の広告ビジネスモデルはアナ

ログ時代のままでいいのか」と共通する問題意識を感じ、

■ ARM（アドリーチマックス）プラットフォームとは
　「地上波広告でインターネット広告と同様のリアルタイムなプログラマティック取引を実現する」ことを目指したアドプラットフォーム。2024

年度末のサービス開始を目指す。

　テレビ局の広告枠セールスは仕組みやルール、オペレーションなどでアナログテレビ時代の商習慣が色濃く残り、取引もオフラインで閉じて

きた。一方、デジタル技術によるインターネット広告と地上波広告の差が広がり続ける中、地上波在庫にアドテクノロジーを適用し、“地上波広

告の強み”を生かしながら“インターネット広告の利点”を取り込むという両利点を活かすために「ARMプラットフォーム」を研究開発する。

　2月2日、「名古屋地区の中京テレビが接続」というリリースが出た。「ARMプラットフォームは日本中のテレビ局の広告セールスの高度化

への貢献を目指す」とあった。

日本テレビ提案

「ARMプラットフォーム」
70年目の一大革命ではないか !?
昨年 11月27日、日本テレビ放送網（NTV）から「地上波広告におけるリアルタイムなプログラマティック取引を実現」
というタイトルで、「ARMプラットフォームを 2024年度末にリリース予定」と公表された。これは何か。電通メディア
イノベーションラボ 統括責任者である奥律哉氏に問うたら、「開発途中というので、詳しく聞いてみたい」とのこと。
そこで発案者の一人である営業局営業戦略センター アドリーチマックス部・武井裕亮氏へインタビュー対談を依頼し
た。当初、3 回を予定していたが、初回（1月25日実施）の話から盛り上がり、さらに1回増やすこととなり、4 回の
対談には多くのキーマンが登場する予定だ。奥氏から「サービスリリースまで毎月やりたい」と言われるほどの今回
の企画、初回は同ラボ 主任研究員・森下真理子氏が同席。 （構成：吉井 勇・本誌編集部）

電通 奥氏が聞く


